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（Education for Sustainable Development。「持続可能な開発のための教育」）とし
ても重要である。更に，2015年9月の国連総会では，「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」が採択され，17の目標・169のターゲットから構成される「持続可能な




















































































































門科目である（担当：加藤(内)・赤木・宇野）。2017 年度の授業は，8 月 28 日
～31 日に実施され，受講者数は 13 人であった（但し，気候関連のレポート提
出者は 12 人）。講義の第 1〜3 日目に，主に日本付近の気象・気候系やその季節
サイクルに関して解説を行った。その上で，第 4 日目の第 1〜8 限目（各 60 分）
に加藤(晴)もゲストとして加わって，日本やドイツとの比較の視点でみた北欧
の夏至を視点の中心に据えた季節と季節感に関する学際的授業を行った。また，
第 1 日目の最初と第 4 日目の最後に，ESD についても概観した。 
 


















 なお，第 2 日目の 13:20〜17:30 には，本学教育学研究科理科教育講座の宇野
康司氏（専門：古地磁気学・地質学）との連携により，大陸移動による東アジ
ア形成史と日本の気候に関連して，ミニワークショップ形式で授業を行った。













































は，ストックホルムでは 〜 年，他の地点では 〜 年である。

 第  図（左）に示すオスロ，ストックホルム，ヘルシンキにおける月平均気
温の気候値の季節変化を，理科年表 国立天文台編 丸善出版に基づき第
 図（右）に示す。比較のために，ウィーンと名古屋についても示した（統計


















また，第2図には，NCEP/NCAR再解析データ（Kalnay et al. (1996)。2.5°×2.5°
緯度経度格子点上でのデータ）に基づき，兵庫県北部付近 (35° N/135° E)，ドイ










































































 第  図 日本列島の兵庫県北部付近°1°(（左上），ドイツ中南部
（°1°(）（右上），及び，北欧のオスロ付近（°1°(）（左下）やヘ
ルシンキの NP ほど東方（°1°(）（右下）の格子点における日平均地











　第2図　日本列島の兵庫県北部付近 (35° N/135° E)（左上），ドイツ中南部
（50° N/10° E）（右上），及び，北欧のオスロ付近（60° N/10° E）（左下）やヘル





























































































































































































































































































 ①の例として挙げた 2つ，②の例として挙げた 3つの作品例を第 5図に示す。
また，これらの作品について，学生自身がワークシートに記載した作品解説よ
り抜粋・要約したものを第 2 表に示す。 
 
第 2 表 作品例と表現。①，②については本文を参照。 
 作品名 表現（ワークシートの記述から抜粋） 





















































    《夏の夜の森》学生 Y（②） 

























































































容から若干の考察を加えたい（レポートは 12 人が提出）。 
 















の初夏ぐらい）」（6 人），「夏至〜7 月頃までがピーク（短い夏）」（8 人），「9 月
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